
平  成  ２６  年  度  事  業  報  告  

 

                                                        自   平成  26 年  4 月  1 日  

                                                        至   平成  27 年  3 月 31 日  

 

Ⅰ  事業の状況  

  平成２６年度において実施した事業について報告します。  

 

 １ .大宅壮一文庫の維持運営及び拡充  

 

   (1)寄付及び賛助会員に関して  

   当法人の事業を遂行するため、財団設立の目的及び事業に賛同する個人及び法人から  

  寄付を受け入れている。本年度は  6 組の方から寄付をいただいた。  

   賛助会費の寄付は、法人会員が新規入会の  1 件を含め  93 件だった。個人会員は前年      

    度より  20 人増え  237 人となった。この内 28 人が学生会員だった。  

 

   (2)文庫の利用状況  

     1.利用者について  

開館日数は日曜 ､祝日 ､年末年始等の休館日を除いて ､293 日となった。  

       日曜ファクシミリサービスは平成 25 年度で終了した。雑誌記事索引ウェブ検索サー  

     ビスは公立図書館、教育機関、賛助会員等に年中無休のサービスを提供している。  

       年間の利用者数は合計  84,745 人となり ､前年比  3,459 人減少した ｡一日平均の利用  

     者数は  289 人となった。  

      利用者数の内訳は、来館者が  14,992 人 ､ファクシミリサービス利用者が  23,071 人、  

     複写資料配送サービスの利用者が  433 人となった。雑誌記事索引ウェブ検索サービス  

     利用者数は  46,249 人となった。  

 

     2.資料の利用状況について  

       雑誌の利用冊数は合計  608,111 冊となり、前年比  64,515 冊減少した。一日平均の  

     利用冊数は 2,075 冊となった。資料複写枚数は合計 920,049 枚となり、前年比 99,674 

     枚減少した。一日平均の複写枚数は  3,140 枚となった。  

 

 ２ .平成 26 年度事業実績       

       平成 26 年度事業計画に基づき、以下の事業を実施した。       

 

   (1)資料の収集拡充             

   ①図書   

     新しい雑誌の発行に注意し、主要な創刊号を購入、所蔵をはかった。可能な限り多種  

     類の雑誌のバックナンバーを備えるように随時出版元に寄贈依頼を行い、図書資料の        

     拡充をはかった。  

     新刊雑誌は、出版元からの定期受贈の  756 誌に購入補充の  36 誌  721 冊を含めた  792 

     誌  9,063 冊と創刊号  31 冊を収集した。その他に越生分館で保存用に購入した  26 誌  

     316 冊と個人寄贈の古雑誌  657 冊、購入補充の古雑誌  14 冊を加えた本年度の雑誌収  

     集合計は  10,081 冊となった。  

     ノンフィクション関係等の書籍収集については個人寄贈  61 冊、法人寄贈  563 冊、合  

     計  624 冊を受贈した。購入書籍  3 冊を加えた書籍収集合計は 627 冊となった。本年  

     度の図書資料の収集総計は、 10,708 冊となった。  

  ②雑誌記事索引  

     収集雑誌のうち利用頻度を考慮し一般週刊誌、女性週刊誌、総合月刊誌、男性誌、女  

     性誌、経済誌など  357 誌  4,743 冊について人名件名別の詳細な記事索引を作成した ｡ 

     本年度は記事索引  170,168 件（分類件数 211,293 件）を作成し ､人名索引に 89,232 件、  

     件名索引に 122,061 件分類して雑誌記事索引データベースに登録した。  

     また、雑誌記事索引ウェブ検索サービスでは、明治時代から本年度末まで 130 余年間  

     について、人名索引 147,694 項目、件名索引 6,737 項目（小項目数）に分類された記  

     事索引 5,022,085 件（分類件数  6,115,232 件）の検索が可能となった。  
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   (2)雑誌記事索引データベースサービスの整備    

   ①来館・記事代行検索プリントサービス  

    来館者を対象に必要とされる雑誌記事索引をコンピューターで代行検索し、該当記事  

     リストの無料プリントを行った。代行検索の利用者数は  1,000 人。プリント枚数は  

     32,932 枚となった。その内、プリント持ち帰り希望者  147 人に  4,951 枚を頒布した。  

   ②記事索引閲覧サービス  

    来館者が、明治時代から最新までの雑誌記事索引を検索端末で自由に検索できる現体  

     制を維持し、専任の係員による代行検索やレファレンスを行って、資料調査の利便性  

     をはかることに努めた。  

   ③記事検索資料ファクシミリ送信サービス  

   会員を対象に、雑誌記事索引データベースを検索し、必要な記事リストをプリントし  

     てファクシミリで送信する有料検索サービスを行った。  

   ④教育機関対象雑誌記事索引ウェブ検索サービス（ＷＥＢ教育機関版）  

     教育機関限定の雑誌記事索引ウェブ検索サービスは、海外も含めて利用機関が順調に  

     増えており、現在  141 機関に導入されている。学生や研究者が学位論文等作成などに  

     活用している。             

   ⑤賛助会員対象雑誌記事索引ウェブ検索サービス（ＷＥＢ会員版）  

     賛助会員を対象にした雑誌記事索引ウェブ検索サービスは、法人会員の利用部署数は  

     48 部署、平成 25 年 9 月より開始した個人会員の利用登録者数は  52 人となった。  

     利用表示件数は  1,073,218 件となった。  

   ⑥公立図書館対象雑誌記事索引ウェブ検索サービス（ＷＥＢ公立図書館版）  

   公立図書館を対象にした雑誌記事索引ウェブ検索サービスは、県立図書館、市立図書   

     館等、全国  19 の公立図書館で導入されている。図書館のレファレンス業務等、広く   

     一般に活用されている。  

※④ＷＥＢ教育機関版、⑤ＷＥＢ会員版、⑥ＷＥＢ公立図書館版の著作権は大宅壮一文  

 庫に帰属し、運営も当法人で行っている。  

 

   (3)雑 誌 記 事 複 写 サ ー ビ ス  

   ①来館複写サービス  

     来館者の要請により所蔵雑誌の記事複写サービスを著作権法の範囲内で行った。学業  

     目的の学割利用については継続して便宜をはかった。  

   ②記事複写資料配送サービス  

     来館できない遠隔地からの利用者の要請にもとづき、必要記事を著作権法の範囲内で  

     複写し、代引き宅配便による配送サービスを行った。  

   ③記事複写資料ファクシミリ送信サービス  

   会員を対象に雑誌記事索引で検索した雑誌記事を複写し、ファクシミリで送信するサー 

      ビスを行い、所定の複写権使用料を複写権管理団体に納付した。  

   〔複写権使用料〕  

   記事複写のファクシミリ利用については、公益社団法人日本複製権センターとの利用  

   許諾契約にもとづき、 26 年度分複写権使用料として税抜  1,364,535 円を納付した。  

 

   (4)埼 玉 越 生 分 館 の 事 業  

     平成  26 年度は週  1 日開館した。有料入館者は  2 人だった。  

   ①来館者に大宅壮一関連資料を展示、公開した。  

  ② 来 館 者 へ 所 蔵 書 籍 デ ー タ ベ ー ス の 提 供 、 閲 覧 サ ー ビ ス を は か っ た が 、 利 用 は な か っ た 。  

  ③主要雑誌の予備用のバックナンバー保存については、経費節減のため一部の雑誌収集  

     を中止している。本年度は  26 誌、 316 冊を継続購入して保管した。  

 

   (5)出 版 物 の 刊 行  

   ①「大宅文庫ニュース」の刊行  

   機関紙「大宅文庫ニュース ｣を  2 回刊行し、大学、図書館、会員に無料頒布した。  

 

   (6)ホームページでの広報活動  

   ①平成  25 年  10 月から新ホームページを公開し、当文庫の「利用案内」のほか、「雑  

     誌記事索引」の紹介ページを毎週更新している。広く一般に向けて、所蔵資料や記事  
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     索引を知ってもらうよう積極的に広報活動を実施した。  

 

   (7)東京本館事業用地の購入  

   ①当法人の公益目的事業である図書館事業を安定継続するため、貸借契約を締結し借用  

     している東京本館敷地及び隣接地を、平成 26 年 12 月 8 日に地権者から購入した。  

     老朽化が進む昭和 35 年建築の本館書庫の建替えと、昭和 50 年建築の事務棟の耐震化  

     を検討している。  

     本館隣接地は、平成 27 年 2 月 2 日より利用者専用の無料駐車場として提供している。  
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